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No.218 第３回定例会
８月27日～９月30日

令和２年（2020年）令和２年10月30日発行

２～４面★一般質問
　　５面★議案審議結果一覧表
６～７面★委員会の審査から
　　　　★令和元年度決算審査について　
　　　　★第３回臨時会を開催　★７月補正予算のあらまし
　　８面★意見書（要旨）
　　　　★町田市基本構想・基本計画調査
　　　　　特別委員会　中間報告　★委員会提出議案
　　　　★２０１９年度政務活動費の収支報告について
　　　　★９月定例会の日程

主
な
内
容

　本定例会は、８月２７日から９月３０日まで
の３５日間にわたり開催され、議案４１件、請
願３件を審議しました。
　審議の結果、市長提出議案は３４件を可決、
認定しました。
　委員会提出議案は１件を可決、議員提出
議案は４件を可決、２件を否決しました。
　また、市民から提出された請願は２件を
採択、１件を不採択としました。

令
和
２
年
度

９
月
補
正
予
算

の
あ
ら
ま
し

令和２年度（２０２０年度）９月補正　会計別予算構成表

９月補正予算を９月補正予算を可決　　　　　可決　　　　　
　　　　令和元年度決算を　　　　令和元年度決算を認定認定

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
９
月
補
正
予
算
額
は
、
７１
億

８
１
０
３
万
５
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
補
正
額
の
う
ち
歳
入

の
主
な
も
の
は
、
地
方
交
付
税
―

９
億
８
３
３
１
万
７
千
円
、
国
庫

支
出
金
―
１
億
４
７
７
５
万
円
、

都
支
出
金
―
５
９
８
２
万
円
、
繰

入
金
―
９
億
５
４
１
１
万
７
千
円
、

繰
越
金
―
３５
億
７
９
６
万
８
千
円

で
す
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。

総
　
務
　
費

　

人
事
管
理
費
の
人
事
管
理
事
務

費
―
２
億
７
２
３
０
万
円
、
財
政

管
理
費
の
財
政
事
務
費
―
４６
億
６

５
９
万
８
千
円
。

民
　
生
　
費

　

障
が
い
者
福
祉
費
の
障
が
い
福

祉
事
務
費
―
３
億
５
１
１
９
万
１

千
円
、
保
育
・
幼
稚
園
費
の
保
育

・
幼
稚
園
事
務
費
―
１
億
３
１
８

１
万
６
千
円
、
生
活
援
護
費
の
生

活
援
護
費
―
２
億
８
４
２
２
万
６

千
円
。

衛
　
生
　
費

　

保
健
総
務
費
の
保
健
医
療
対
策

事
業
費
―
７
８
２
５
万
６
千
円
、

保
健
予
防
費
の
予
防
接
種
費
―
４

０
５
６
万
８
千
円
。

土
　
木
　
費

　

公
園
緑
地
費
の
野
津
田
公
園
費

―
８
７
７
１
万
８
千
円
。

（単位：千円）

区　　分 補正前
の額 補正額 計構成比

（％）
構成比
（％）

一　般　会　計 ２１６，１０２，７６８ ６４．０ ５，６５０，４９３ ２２１，７５３，２６１ ６４．３ 

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険
事 業 会 計 ４０，２５７，１９３ １１．９ ６４６，３９０ ４０，９０３，５８３ １１．８ 
介 護 保 険
事 業 会 計 ３５，４２７，８２８ １０．５ ６９４，８７８ ３６，１２２，７０６ １０．５ 
後 期 高 齢 者
医療事業会計 １１，８４６，５３０ ３．５ １５４，２０７ １２，０００，７３７ ３．５ 
鶴川駅南土地区画
整 理 事 業 会 計 ６９，１６６ ０．０ ０ ６９，１６６ ０．０ 
下水道事業会計 １７，８４１，２７３ ５．３ ３５，０６７ １７，８７６，３４０ ５．２ 

収 益 的 １２，４１１，０９０ ３．７ ３５，０６７ １２，４４６，１５７ ３．６ 
資 本 的 ５，４３０，１８３ １．６ ０ ５，４３０，１８３ １．６ 

病院事業会計 １６，２０８，０４６ ４．８ ０ １６，２０８，０４６ ４．７ 
収 益 的 １４，９６２，６１５ ４．４ ０ １４，９６２，６１５ ４．３ 
資 本 的 １，２４５，４３１ ０．４ ０ １，２４５，４３１ ０．４ 
小　　計 １２１，６５０，０３６ ３６．０ １，５３０，５４２ １２３，１８０，５７８ ３５．７ 

合　　計 ３３７，７５２，８０４ １００．０ ７，１８１，０３５ ３４４，９３３，８３９ １００．０ 

◎１２月定例会のお知らせ（予定）

月 日 内　　　容

１１ ３０㊊ 本会議（提案理由説明）
議会運営委員会

１２

１㊋ 議案説明会
全員協議会

３㊍ 本会議（一般質問）
議会運営委員会

４㊎

本会議（一般質問）
７㊊
８㊋
９㊌

１０㊍ 本会議（質疑）
議会運営委員会

１１㊎ 常任委員会
（文教社会・建設）

１４㊊ 常任委員会
（総務・健康福祉）

１５㊋ 常任委員会予備日

２３㊌ 本会議（表決）
議会運営委員会

日程は変更になる場合がありま
す。請願・陳情の受付締切は、
１１月３０日（月）午後5時です。
※受付締切日にご注意ください。

町田薬師池公園四季彩の杜　西園（ウェルカムゲート） 南町田グランベリーパーク　　下段提供：東急（株）
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小
中
学
校
で
の
オ 

ン
ラ
イ
ン
授
業
を

　
森
本
せ
い
や（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　

問　
「
公
立
小
中
学
校
に
お
け

る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
実
施
」
は
、

コ
ロ
ナ
禍
下
に
お
け
る
学
力
格
差

是
正
等
に
資
す
る
。
早
期
実
現
を
。

　

指
導
室
長　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
各
学
校
へ
の
配
送
は
、
10
月
頃

か
ら
始
ま
り
、
１
月
中
に
は
完
了

予
定
で
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

の
な
い
家
庭
へ
の
整
備
は
、
民
間

企
業
と
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

問　
「
小
野
路
交
差
点
の
慢
性

的
な
渋
滞
」
を
解
消
す
る
た
め
、

道
路
拡
幅
を
早
期
に
行
う
べ
き
だ
。

　

道
路
部
長　
26
年
度
ま
で
に
事

業
の
完
了
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
、
物
件
調
査
の
た
め
全
て

の
地
権
者
と
お
会
い
し
て
い
ま
す

が
、
反
対
の
声
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

問　
「
公
契
約
条
例
」
は
、
市

内
事
業
者
、
労
務
者
、
町
田
市
全

者
に
資
す
る
。
早
期
策
定
を
求
む
。

　

財
務
部
長　
よ
り
よ
い
契
約
制

度
を
含
め
、
労
働
者
環
境
の
保
護

に
つ
い
て
も
引
き
続
き
研
究
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一般質問
　９月１日から４日、７日の５日間にわた
り、３１名の議員が市政を取り巻く諸問題
について、意見・提案を交えながら、市長
などの考えをただしました。質問、答弁の
要旨は次のとおりです。
※�議長と副議長は、町田市議会では一般質
問を行わないことになっています。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け 

る
文
化
施
設
利
用

　
三
遊
亭
ら
ん
丈（
自
由
民
主
党
）

　
問　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
市
内

文
化
施
設
の
利
用
に
制
限
が
あ
る

の
で
、
利
用
料
金
を
値
下
げ
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長　
町

田
市
民
ホ
ー
ル
及
び
和
光
大
学
ポ

プ
リ
ホ
ー
ル
鶴
川
に
つ
い
て
、
指

定
管
理
者
と
利
用
料
金
の
引
下
げ

に
向
け
協
議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問　

町
田
市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
へ
の
今
後

の
取
組
を
問
う
。

　

髙
橋
副
市
長　
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
（
仮
称
）
ま
ち
だ
未
来
づ

く
り
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
４
０
で
掲
げ

て
い
る
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
に
貢
献
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

紙
類
や
古
着
等
は
、
今
後

も
町
田
市
は
資
源
と
し
て
扱
う
べ

き
だ
が
、
対
応
を
問
う
。

　

環
境
資
源
部
長　
流
通
の
動
向

の
情
報
を
広
く
収
集
し
て
、
安
定

的
な
資
源
化
ル
ー
ト
の
確
保
に
今

後
も
努
め
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
支
援
／
巡 

回
バ
ス
／
駐
輪
場

　

お
ん
じ
ょ
う
由
久
（
公
明
党
）

　
問　

単
身
高
齢
者
に
は
乾
燥
時

の
警
戒
情
報
も
発
す
る
熱
中
症
計

な
ど
有
効
だ
が
助
成
制
度
は
。

　

い
き
い
き
生
活
部
長　
介
護
予

防
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
啓
発

活
動
の
中
で
、
熱
中
症
予
防
グ
ッ

ズ
を
配
布
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

市
内
の
公
園
間
巡
回
バ
ス

新
設
に
向
け
た
検
討
状
況
は
。

　

都
市
整
備
担
当
部
長　
定
期
的

に
集
ま
る
指
定
管
理
者
意
見
交
換

会
の
中
で
、
鶴
間
公
園
や
町
田
薬

師
池
公
園
四
季
彩
の
杜
、
野
津
田

公
園
な
ど
の
間
を
巡
回
す
る
バ
ス

運
行
の
可
能
性
に
つ
い
て
話
し
合

い
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
問　

南
町
田
Ｇ
Ｐ
駅
北
側
の
駐

輪
場
設
置
要
望
に
対
す
る
進
捗
は
。

　

木
島
副
市
長　
現
在
、
国
道
16

号
に
北
側
か
ら
接
続
す
る
町
田
都

市
計
画
道
路
３
・
３
・
36
の
事
業

予
定
地
の
駐
輪
場
と
し
て
の
活
用

に
つ
い
て
、
東
京
都
と
調
整
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

殺
処
分
ゼ
ロ
に
／ 

動
物
愛
護
の
推
進

　
佐
藤
和
彦（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

町
田
市
で
は
避
難
施
設
に

ペ
ッ
ト
と
の
同
行
避
難
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
よ
い
の
か
。

　

保
健
所
長　
地
域
防
災
計
画
で

は
、
災
害
時
に
飼
育
動
物
も
避
難

す
る
こ
と
を
想
定
し
、
取
扱
い
を

定
め
て
い
ま
す
の
で
、
避
難
し
て

い
た
だ
け
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
問　
「
さ
く
ら
号
」「
つ
く
し
野

く
る
り
」
の
実
証
実
験
が
行
わ
れ

た
が
、
そ
の
結
果
を
受
け
て
、
今

後
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　

都
市
づ
く
り
部
長　
運
行
経
路
、

停
留
所
位
置
、
運
行
回
数
と
か
、

ど
こ
が
ベ
タ
ー
な
の
か
も
含
め
て
、

協
議
会
と
調
整
を
し
な
が
ら
次
の

段
階
へ
進
め
て
い
き
た
い
。

　
問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
の
導
入
に
向
け
準
備
を
進
め
て

い
る
よ
う
だ
が
、
変
更
の
理
由
は
。

　

教
育
長　
文
部
科
学
省
版
で
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
学
校
と
地
域
が

連
携
し
た
学
校
運
営
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、
21
年
度

か
ら
全
校
実
施
と
し
ま
し
た
。

中
学
校
給
食
／ 

多
胎
児
家
庭
支
援

　

松
葉
ひ
ろ
み
（
公
明
党
）

　
問　

中
学
校
給
食
に
つ
い
て
は

現
行
方
式
以
外
も
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

市
長　
新
た
な
課
題
も
認
識
を

し
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
機
会
に
大

き
く
見
直
す
必
要
が
出
て
き
た
と

認
識
し
て
お
り
、
新
た
な
提
供
方

式
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
問　

多
胎
児
家
庭
の
レ
ス
パ
イ

ト
を
目
的
と
し
た
、
育
児
支
援
ヘ

ル
パ
ー
や
産
後
ケ
ア
の
利
用
条
件

の
拡
大
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　

保
健
所
長　
育
児
支
援
ヘ
ル
パ

ー
派
遣
は
、
多
胎
児
の
対
象
年
齢

の
拡
大
に
向
け
検
討
し
、
産
後
ケ

ア
事
業
は
、
利
用
日
数
や
期
間
の

拡
大
に
向
け
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

保
育
所
等
入
所
選
考
基
準

に
「
多
胎
児
家
庭
」
で
あ
る
こ
と

を
加
点
対
象
と
し
て
は
。

　

子
ど
も
生
活
部
長　
加
点
対
象

と
し
て
い
ま
す
他
市
の
実
例
を
参

考
と
し
て
、
今
後
検
討
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

ポ
ケ
モ
ン
マ
ン
ホ 

ー
ル
を
観
光
に
！

　

星
だ
い
す
け
（
自
由
民
主
党
）

　
問　

芹
ヶ
谷
公
園
に
設
置
さ
れ

た
ポ
ケ
モ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
を

観
光
に
活
用
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

経
済
観
光
部
長　
新
た
な
観
光

資
源
と
し
て
、
多
く
の
方
に
公
園

を
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
活
用

し
て
い
き
た
い
。
今
後
、
ポ
ケ
ふ

た
の
観
光
マ
ッ
プ
な
ど
を
作
成
、

活
用
し
、
市
内
外
へ
情
報
発
信
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

部
活
ク
ラ
ス
タ
ー
へ
の
対

応
と
精
神
面
の
サ
ポ
ー
ト
は
。

　

教
育
長　
２
学
期
以
降
も
感
染

症
対
策
を
徹
底
し
て
部
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
く
よ
う
、
校
長
会
を

通
じ
て
注
意
喚
起
を
継
続
し
て
行

っ
て
い
き
ま
す
。

　
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
を
行
い
、
成
人
式

の
開
催
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長　
複

数
回
に
分
け
た
場
合
、
一
度
に
参

加
す
る
人
数
が
少
な
く
な
り
、
密

集
状
態
に
な
ら
な
い
方
法
と
し
て

有
効
で
あ
る
と
は
考
え
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
市
の 

財
政
に
つ
い
て

　

木
目
田
英
男
（
自
由
民
主
党
）

　
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
た
今
後
の

財
政
見
通
し
は
。

　

市
長　
20
年
度
の
当
初
予
算
と

比
較
し
約
62
億
円
の
減
収
と
見
込

ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
数
年
間
は
、

市
税
の
減
少
傾
向
が
続
く
と
見
込

ん
で
お
り
、
地
方
交
付
税
や
市
債

な
ど
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
財

政
状
況
を
迎
え
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。
市
債
借
入
額
が
大
幅
に

増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
義
務
的
経

費
で
あ
る
公
債
費
負
担
が
さ
ら
に

増
加
す
る
見
込
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
問　

今
後
の
財
政
見
通
し
を
踏

ま
え
た
２
０
２
１
年
度
予
算
編
成

の
考
え
方
は
。

　

市
長　
事
業
の
優
先
順
位
づ
け

を
行
い
、
実
施
時
期
の
見
直
し
や

事
業
の
廃
止
、
縮
小
な
ど
、
事
務

事
業
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
今
実
行
す
べ
き

真
に
必
要
な
施
策
を
選
択
し
集
中

す
る
こ
と
で
、
未
来
に
つ
な
が
る

予
算
編
成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

南
町
田
拠
点
ま
ち 

づ
く
り
に
つ
い
て

　
お
さ
む
ら
敏
明（
自
由
民
主
党
）

　
問　

ス
ヌ
ー
ピ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
に
お
け
る
小
学
生
の
校
外
英
語

学
習
は
毎
年
実
施
し
、
継
続
事
業

と
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

教
育
長　
市
立
小
学
校
全
校
の

５
年
生
を
対
象
に
校
外
学
習
を
実

施
し
ま
す
。
な
お
、
来
年
度
以
降

も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

シ
ネ
マ
棟
前
の
廃
止
さ
れ

た
横
断
歩
道
の
再
整
備
、
設
置
を

要
望
す
る
。

　

木
島
副
市
長　
警
視
庁
と
協
議

を
重
ね
た
結
果
、
交
差
点
の
西
側

に
移
動
さ
せ
る
こ
と
で
認
め
ら
れ

ま
し
た
。
９
月
中
に
は
工
事
を
完

了
す
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問　

駅
前
都
市
型
住
宅
ゾ
ー
ン
、

ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
跡
地
、
複
合
利
用

ゾ
ー
ン
な
ど
の
今
後
の
進
め
方
は
。

　

木
島
副
市
長　
都
市
型
住
宅
ゾ

ー
ン
は
21
年
度
に
着
工
す
る
方
向

で
進
め
、
複
合
利
用
ゾ
ー
ン
は
ウ

ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
変
化

な
ど
も
鑑
み
、
最
適
な
導
入
機
能

に
つ
い
て
検
討
を
続
け
ま
す
。

中
共
発
、
武
漢
コ 

ロ
ナ
に
つ
い
て

　

大
西
宣
也
（
保
守
の
会
）

　
問　

町
田
市
は
コ
ロ
ナ
感
染
者

が
４
倍
増
加
し
て
い
る
。
地
域
別

に
発
表
す
れ
ば
緊
張
感
も
高
ま
り

そ
れ
な
り
の
効
果
が
あ
る
は
ず
。

　

保
健
所
長　
感
染
者
の
人
権
を

守
る
こ
と
も
大
切
な
役
目
で
、
ま

た
、
感
染
者
が
特
定
さ
れ
る
の
で

は
と
い
う
恐
れ
を
抱
く
こ
と
が
感

染
経
路
な
ど
の
調
査
に
支
障
を
来

す
場
合
も
あ
り
ま
す
。
現
時
点
で
、

地
域
の
公
表
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
問　

老
人
の
孤
独
死
に
つ
い
て
、

腐
乱
死
体
に
な
る
前
に
１
日
も
早

く
発
見
し
お
弔
い
を
す
べ
き
。

　

い
き
い
き
生
活
部
長　
救
急
通

報
シ
ス
テ
ム
を
一
定
の
条
件
の
方

に
適
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

民
や
事
業
者
等
と
協
働
し
て
の
見

守
り
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
問　

中
共
製
の
電
子
機
器
か
ら

情
報
漏
え
い
を
防
ぐ
た
め
に
、
国

と
相
談
の
上
排
除
す
べ
き
。

　

情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
部
長　
町

田
市
に
お
い
て
は
、
国
内
外
の
動

き
を
注
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
「
ポ
ケ
ふ
た
」
設
置
の
様
子

（
芹
ヶ
谷
公
園
内
）

　各議員のタイトル下から
一般質問の録画映像にアク
セスできます。
※動画の再生には別途通信料

がかかる場合があります。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制 

の
抜
本
的
拡
充
を

　

佐
々
木
智
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問　

感
染
リ
ス
ク
の
高
い
医
療

機
関
や
介
護
施
設
等
で
働
く
人
へ

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
積
極
的
に
広
げ

て
い
く
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

保
健
所
長　
無
症
状
者
へ
の
検

査
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
国
の
動

向
を
注
視
し
、
必
要
な
体
制
を
構

築
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
問　

庁
内
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

を
実
現
す
る
た
め
の
課
題
は
何
か
。

　

総
務
部
長　
仕
事
と
家
庭
の
両

立
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
問　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
11
．
住
み
続
け

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
高

齢
者
へ
の
住
み
替
え
支
援
や
移
動

支
援
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　

い
き
い
き
生
活
部
長　
町
田
市

支
え
合
い
連
絡
会
で
、
買
物
、
通

院
を
含
め
た
移
動
に
関
す
る
支
援

に
つ
い
て
検
討
と
解
決
に
向
け
た

取
組
が
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

都
市
づ
く
り
部
長　
住
み
替
え

相
談
は
、
居
住
支
援
協
議
会
に
て

検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

©2020 Pokemon. ©1995-2020 Nintendo/Creatures Inc./
GAME FREAK inc.　ポケットモンスター・ポケモン・Pokemonは
任天堂・クリーチャーズ・ゲームフリークの登録商標です。
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安
く
て
機
能
的
な 

制
服
、
体
操
服
を

　

矢
口
ま
ゆ
（
諸
派
）

　
問　

市
立
中
学
校
で
は
、
標
準

服
、
体
操
服
、
シ
ュ
ー
ズ
、
教
材

費
の
合
計
が
10
万
円
前
後
で
あ
る
。

市
内
統
一
の
標
準
服
を
導
入
し
、

１
着
当
た
り
の
価
格
を
抑
え
、
女

子
に
は
ス
ラ
ッ
ク
ス
や
キ
ュ
ロ
ッ

ト
な
ど
豊
富
な
選
択
肢
を
用
意
す

る
自
治
体
が
あ
る
。
町
田
市
で
も
、

標
準
服
、
体
操
服
の
統
一
モ
デ
ル

を
検
討
し
て
は
。

　

学
校
教
育
部
長　
標
準
服
に
つ

い
て
は
、
各
学
校
が
判
断
し
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。
教
育
委
員

会
で
は
、
一
律
に
標
準
服
の
内
容

を
決
定
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
が
、
時
代
や
環
境
の
変
化
、

各
学
校
の
状
況
や
必
要
性
に
合
わ

せ
適
時
見
直
し
を
図
る
こ
と
は
、

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
統
一

の
標
準
服
な
ど
に
関
す
る
調
査
事

項
の
設
定
に
つ
い
て
、
先
行
事
例

な
ど
の
状
況
や
背
景
な
ど
、
一
度

把
握
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
上
で
、
具
体
的
な
調
査
事
項

に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

「
断
ら
な
い
相 

談
」
を
町
田
に

　

𧦴
藤
か
つ
ひ
ろ
（
公
明
党
）

　
問　

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
問
う
。

　

学
校
教
育
部
長　
児
童
生
徒
用

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
調
達
を
進
め

て
お
り
、
各
学
校
へ
の
配
送
は
、

年
明
け
の
１
月
中
に
は
完
了
す
る

予
定
で
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

の
な
い
家
庭
へ
の
整
備
は
、
民
間

企
業
と
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
問　

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
に

つ
い
て
問
う
。

　

防
災
安
全
部
長　
地
域
の
防
災

活
動
や
災
害
発
生
時
に
市
民
ら
の

リ
ー
ダ
ー
役
と
な
る
「
防
災
士
」

に
つ
い
て
、
他
市
に
お
け
る
資
格

取
得
補
助
等
の
事
例
な
ど
は
、
引

き
続
き
調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

孤
立
防
ぐ
「
断
ら
な
い
相

談
」
の
実
現
に
向
け
て
。

　

地
域
福
祉
部
長　
市
庁
舎
の
１
、

２
階
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
複

合
的
な
相
談
は
丁
寧
に
聞
き
取
り
、

必
要
に
応
じ
、
専
門
の
支
援
機
関

に
つ
な
ぐ
な
ど
努
め
て
い
ま
す
。

性
と
生
／
木
曽
山 

崎
団
地
／
農
業

　
東
　
友
美（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

コ
ロ
ナ
禍
で
10
代
の
妊
娠

が
増
加
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
町
田
市
で
は
ど
う
か
。
学

校
で
特
別
な
性
教
育
は
行
っ
た
か
。

　

保
健
所
長　
４
～
７
月
で
前
年

度
比
１
・
５
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

指
導
室
長　
新
た
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
は
現
在
あ
り
ま
せ
ん
。

　
問　

木
曽
山
崎
団
地
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
構
想
が
改
定
さ
れ
る
が

ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
住
民
の
意
見
を

広
く
取
り
入
れ
る
べ
き
で
は
。

　

都
市
づ
く
り
部
長　
住
民
の
ニ

ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
ニ
ー
ズ
も
踏
ま
え
、
Ｕ
Ｒ

と
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問　

生
産
緑
地
貸
借
に
お
け
る

現
状
と
課
題
は
。

　

北
部
・
農
政
担
当
部
長　
都
市

農
地
の
貸
借
の
円
滑
化
に
関
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
た
18
年
９
月
か

ら
６
件
が
成
立
し
て
い
ま
す
。
農

業
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
貸
借
の
相
手

を
探
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
点
が

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ 

時
代
の
政
策
を

　

村
ま
つ
俊
孝
（
公
明
党
）

　

問　
「
新
し
い
生
活
様
式
」
の

実
現
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
事

業
を
行
う
の
か
。

　

市
長　
11
月
か
ら
２
か
月
実
施

す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
プ
レ

ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
ま
い

り
ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

は
、
国
が
新
し
い
生
活
様
式
の
実

践
例
と
し
て
示
し
て
お
り
、
市
も

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
問　

コ
ロ
ナ
禍
で
足
が
止
ま
っ

て
い
る
事
業
・
団
体
が
あ
る
。
も

う
一
度
、
一
歩
踏
み
出
す
た
め
の

支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

財
務
部
長　
感
染
拡
大
防
止
と

地
域
経
済
の
回
復
を
優
先
課
題
と

し
、
必
要
な
と
こ
ろ
に
迅
速
に
対

策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

　
問　

新
型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
同
時
流
行
の
備
え
は
。

　

保
健
所
長　
医
師
会
な
ど
で
十

分
連
携
し
、
な
る
べ
く
多
く
の
医

療
機
関
で
発
熱
患
者
が
診
療
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

養
育
費
支
援
／ 

道
路
遊
び
は
危
険

　

新
井
よ
し
な
お
（
諸
派
）

　
問　

全
国
の
自
治
体
で
養
育
費

に
関
す
る
支
援
事
業
が
始
ま
っ
て

い
る
。
町
田
市
も
導
入
す
べ
き
。

　

子
ど
も
生
活
部
長　
都
内
で
は
、

港
区
と
豊
島
区
が
養
育
費
に
関
す

る
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
事
業

と
な
る
た
め
、
２
区
の
今
後
の
事

業
動
向
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
問　

世
田
谷
で
道
路
遊
び
を
し

て
亡
く
な
っ
た
子
が
い
る
。
市
内

の
道
路
遊
び
頻
発
地
域
を
警
察
と

情
報
共
有
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

道
路
部
長　
道
路
遊
び
が
繰
り

返
さ
れ
て
い
る
場
所
に
つ
い
て
、

事
故
や
住
民
間
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
警
察
と

情
報
共
有
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
効
果
的
な
活
用

の
た
め
、
ア
カ
ウ
ン
ト
名
の
変
更

や
発
信
内
容
を
見
直
す
べ
き
。

　

広
報
担
当
部
長　
名
称
の
変
更

に
つ
い
て
検
討
し
、
発
信
は
効
果

を
踏
ま
え
て
、
今
後
所
管
部
署
と

協
議
を
し
て
い
き
ま
す
。

自
由
通
路
は
本
当 

に
東
急
の
も
の
か

　

吉
田
つ
と
む
（
保
守
の
会
）

　
問　

南
町
田
グ
ラ
ン
ベ
リ
ー
パ

ー
ク
駅
北
口
か
ら
店
舗
に
通
じ
る

自
由
通
路
を
東
急
社
員
（
駅
員
の

方
を
除
く
）
が
東
急
の
も
の
だ
と

考
え
て
い
る
節
が
あ
る
。
本
当
は

町
田
市
の
も
の
で
は
な
い
か
。

　

都
市
づ
く
り
部
長　
自
由
通
路

に
つ
い
て
は
、
再
開
発
に
併
せ
て
、

一
緒
に
整
備
を
し
た
公
共
の
自
由

通
路
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問　

ま
ち
い
き
ヘ
ル
パ
ー
養
成

研
修
の
事
業
に
お
い
て
、
就
業
者

数
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
課

題
は
ど
こ
に
あ
る
か
。

　

い
き
い
き
生
活
部
長　
事
業
所

と
ご
本
人
間
の
労
働
条
件
に
折
り

合
い
が
つ
か
な
い
こ
と
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
非

常
に
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
と
い

う
声
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
対

策
と
し
て
、
１
度
ヘ
ル
パ
ー
と
し

て
働
い
て
、
ま
た
再
度
働
き
た
い

と
い
う
場
合
に
は
フ
ォ
ロ
ー
研
修

を
行
っ
て
、
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う

と
い
う
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

介
護
事
業
者
に
も 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

　
わ
た
べ
真
実（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

介
護
事
業
者
に
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
拡
大
し
て
ほ
し
い
が
、
現

時
点
で
の
町
田
市
の
考
え
方
は
。

　

保
健
所
長　
無
症
状
者
へ
の
検

査
に
つ
い
て
は
、
８
月
28
日
に
国

か
ら
方
針
が
示
さ
れ
た
ば
か
り
で
、

動
向
を
注
視
し
、
必
要
な
体
制
が

構
築
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
問　

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

に
Ｄ
Ｖ
相
談
が
あ
っ
た
場
合
の
対

応
と
市
民
へ
の
周
知
の
方
法
は
。

　

市
民
協
働
推
進
担
当
部
長　
必

要
に
応
じ
て
適
切
な
関
係
機
関
を

ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
広
報
ま
ち
だ
」、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
に
女
性
悩
み
ご
と
相
談

の
連
絡
先
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
問　

性
暴
力
被
害
者
支
援
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　

市
民
協
働
推
進
担
当
部
長　
Ｄ

Ｖ
相
談
と
同
様
に
、
資
格
を
持
っ

た
相
談
員
が
相
談
者
か
ら
の
悩
み

を
伺
い
、
心
の
ケ
ア
を
行
う
と
と

も
に
、
内
容
に
応
じ
て
適
切
な
関

係
機
関
に
つ
な
い
で
い
ま
す
。

南
町
田
・
新
都
市 

計
画
の
こ
れ
か
ら

　

友
井
和
彦
　（
諸
派
）

　
問　

南
町
田
駅
北
側
の
準
工
業

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
。

　

都
市
づ
く
り
部
長　
都
市
づ
く

り
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
今
年
、

来
年
と
検
討
し
、
策
定
す
る
予
定

で
い
ま
す
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
と
い

う
こ
と
も
踏
ま
え
、
方
向
性
を
示

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

花
博
や
大
型
テ
ー
マ
パ
ー

ク
等
が
計
画
さ
れ
て
い
る
横
浜
市

の
旧
上
瀬
谷
通
信
施
設
地
区
と
の

連
携
模
索
を
。

　

都
市
づ
く
り
部
長　
本
地
区
の

開
発
に
つ
い
て
は
、
南
町
田
エ
リ

ア
に
近
接
し
た
大
規
模
開
発
と
し

て
、
動
向
を
注
視
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
、
必
要
に
応
じ
て
都
市
間
連

携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
問　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
成
人
式
を

よ
り
安
全
に
実
施
す
る
た
め
、
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
ア
プ
リ
等
の
推
奨
を
。

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長　
実

行
委
員
会
と
相
談
し
た
上
で
、
実

現
性
や
費
用
、
効
果
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
と
今 

後
の
財
政
見
通
し

　

藤
田
　
学
（
諸
派
）

　
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
対
策
と
同
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
等
も
含
め
た
財
政
見

通
し
に
つ
い
て
。

　

市
長　
今
後
、
数
年
間
は
市
税

の
減
少
傾
向
が
続
く
と
見
込
ん
で

お
り
ま
す
。
自
立
的
な
財
政
運
営

が
困
難
に
な
り
、
市
債
な
ど
に
依

存
せ
ざ
る
を
得
な
い
財
政
状
況
に

な
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
問　

今
後
を
見
据
え
た
保
健
所

の
即
応
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
。

　

保
健
所
長　
保
健
所
全
体
で
対

応
体
制
を
取
り
感
染
症
担
当
以
外

の
保
健
師
も
当
番
制
で
感
染
症
業

務
を
行
う
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問　

市
民
病
院
の
現
状
と
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
。

　

市
民
病
院
事
務
部
長　
今
後
の

対
策
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
控
え
て

い
た
検
査
や
手
術
を
再
開
す
る
こ

と
で
患
者
数
の
回
復
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
減
益
に
対
し
て
、

都
の
補
助
金
を
活
用
し
、
減
益
幅

の
圧
縮
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

戦
後
75
年
目
の 

節
目
に
際
し
て

　
ち
だ
伸
也（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

戦
後
75
年
目
の
節
目
に
際

し
て
市
の
対
応
は
。

　

政
策
経
営
部
長　
例
年
行
っ
て

い
る
平
和
標
語
懸
垂
幕
の
掲
示
や

戦
没
者
へ
の
黙
禱
呼
び
か
け
に
加

え
、
日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議

会
主
催
の
首
長
の
平
和
メ
ッ
セ
ー

ジ
事
業
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
問　

ま
た
、
風
化
し
な
い
た
め

の
努
力
は
。

　

政
策
経
営
部
長　
市
民
や
市
民

団
体
と
協
働
し
た
企
画
も
積
極
的

に
行
っ
て
お
り
、
戦
争
の
悲
惨
な

記
憶
が
風
化
し
な
い
よ
う
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
工
夫
を
重

ね
な
が
ら
、
平
和
関
連
事
業
を
し

っ
か
り
と
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問　

環
境
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
の
軽
減
は
進
ん
で
い
る
か
。

　

環
境
資
源
部
長　
市
民
１
人
当

た
り
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
３
・
42

ト
ン
を
目
標
値
と
し
て
い
ま
す
。

年
に
よ
っ
て
変
動
は
あ
り
ま
す
が
、

目
標
の
達
成
は
厳
し
い
状
況
で
す
。

学校制服などのイメージ

熱
中
症
対
策
／
ひ 

と
り
親
家
庭
対
策

　

松
岡
み
ゆ
き
（
自
由
民
主
党
）

　
問　

今
夏
は
熱
中
症
で
高
齢
者

の
救
急
搬
送
が
多
い
。
狛
江
市
の

エ
ア
コ
ン
購
入
費
助
成
を
参
考
に

設
置
が
な
い
高
齢
者
に
検
討
を
。

　

い
き
い
き
生
活
部
長　
水
分
補

給
な
ど
が
最
も
大
切
と
考
え
て
お

り
、
予
防
に
関
す
る
周
知
、
理
解

が
重
要
で
す
。
新
た
な
事
業
の
実

施
に
は
、
多
角
的
に
検
討
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

ひ
と
り
親
家
庭
の
住
宅
確

保
の
支
援
は
何
が
あ
る
の
か
。

　

都
市
づ
く
り
部
長　
市
営
住
宅

は
ひ
と
り
親
家
庭
限
定
住
戸
を
設

置
、
都
営
住
宅
は
優
先
入
居
募
集

が
行
わ
れ
、
公
社
住
宅
は
収
入
基

準
緩
和
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
問　

他
市
で
乳
児
院
へ
新
生
児

置
き
去
り
事
件
を
受
け
、
女
性
と

新
生
児
を
救
う
た
め
赤
ち
ゃ
ん
ポ

ス
ト
の
よ
う
な
受
皿
が
必
要
で
は
。

　

子
ど
も
生
活
部
長　
妊
娠
中
か

ら
産
後
の
養
育
に
つ
い
て
早
期
支

援
に
つ
な
が
る
よ
う
相
談
先
の
周

知
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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本
会
議
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を

ま
す
。

本
会
議・委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

若
林
章
喜
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
忠
生
地
域
ま
ち
づ
く
り
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策
定
の
取
組
の

評
価
は
。

　
髙
橋
副
市
長
　
市
の
次
期
長
期

計
画
の
策
定
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
先

を
見
据
え
た
プ
ラ
ン
が
あ
る
こ
と

は
あ
り
が
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
問
　
忠
生
地
域
ま
ち
づ
く
り
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
理
念
を
長
期

計
画
に
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
が
ど

う
か
。

　
髙
橋
副
市
長
　
忠
生
地
区
の
皆

さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
意
見

は
、
エ
ッ
セ
ン
ス
を
し
っ
か
り
受

け
止
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　
問
　
町
田
市
民
病
院
の
経
営
体

制
で
あ
る
地
方
公
営
企
業
法
全
部

適
用
の
評
価
を
問
う
。

　
市
長
　
収
支
改
善
は
課
題
が
残

る
も
の
の
、
安
定
し
た
診
療
体
制

の
構
築
な
ど
に
向
け
、
病
院
事
業

管
理
者
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
で
き
る
環
境
が
必
要
と
認
識
し

て
お
り
、
今
後
も
全
部
適
用
の
継

続
が
適
当
と
考
え
て
い
ま
す
。

忠
生
地
域
の
ま
ち 

づ
く
り
を
問
う

　

お
ぜ
き
重
太
郎
（
保
守
の
会
）

　
問
　
２
０
１
９
年
10
月
の
令
和

元
年
東
日
本
台
風
で
は
、
市
内
で

３
千
名
を
超
え
る
方
が
避
難
し
た
。

避
難
施
設
は
充
足
し
て
い
る
の
か
。

　
防
災
安
全
部
長
　
避
難
施
設
を

増
や
す
だ
け
で
な
く
、
体
育
館
以

外
の
ス
ペ
ー
ス
活
用
を
想
定
し
て

い
ま
す
。
１
万
８
千
人
ぐ
ら
い
が

収
容
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
問
　
分
散
避
難
の
在
り
方
は
。

　
防
災
安
全
部
長
　
風
水
害
時
に

は
有
効
な
避
難
方
法
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
も
各
種
媒
体
を
活
用

し
て
お
知
ら
せ
を
し
、
町
内
会
・

自
治
会
の
皆
様
と
も
情
報
共
有
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
市
の
避
難
施
設
に
お
け
る

感
染
症
対
策
物
資
の
配
備
状
況
は
。

　
防
災
安
全
部
長
　
消
毒
液
、
非

接
触
型
体
温
計
、
開
設
担
当
職
員

が
使
う
感
染
防
護
衣
な
ど
配
備
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
体
調
が
思
わ

し
く
な
い
方
が
い
た
と
き
に
備
え
、

布
製
の
間
仕
切
り
と
段
ボ
ー
ル
製

の
ベ
ッ
ド
も
配
備
し
て
い
ま
す
。

風
水
害
の
季
節
、 

避
難
施
設
は
今

　

白
川
哲
也
（
保
守
の
会
）

　
問
　
町
田
市
内
の
厳
し
い
経
済

・
雇
用
情
勢
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
経
済
観
光
部
長
　
町
田
商
工
会

議
所
に
お
い
て
、
国
の
持
続
化
給

付
金
や
家
賃
支
援
給
付
金
の
相
談

会
、
特
別
経
営
相
談
会
を
実
施
し
、

市
は
、
中
小
企
業
者
家
賃
補
助
事

業
な
ど
、
中
小
企
業
者
の
事
業
継

続
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
問
　
町
田
市
独
自
の
補
助
制
度

で
あ
る
町
田
市
中
小
企
業
者
家
賃

補
助
事
業
の
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

　
経
済
観
光
部
長
　
補
助
金
は
、

８
月
末
時
点
で
第
１
弾
、
第
２
弾

合
わ
せ
て
約
６
億
４
千
百
万
円
が

入
金
済
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問
　
年
末
に
行
わ
れ
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ

ン
ト
事
業
に
続
き
、
今
後
も
大
胆

な
経
済
施
策
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
経
済
観
光
部
長
　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
、
国
や

都
な
ど
の
動
向
を
注
視
し
、
適
切

に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
田
中
美
穂
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
中
学
校
で
の
全
員
給
食
実

施
を
検
討
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
具
体
的
な
方

式
は
未
定
で
す
が
、
配
膳
方
法
や

全
員
給
食
に
つ
い
て
も
、
今
後
新

た
な
提
供
方
式
の
検
討
の
中
で
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
問
　
早
期
に
検
討
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
が
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
現
行
方
式
の

改
善
を
進
め
な
が
ら
、
併
せ
て
新

た
な
提
供
方
式
に
つ
い
て
も
着
実

に
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
野
津
田
公
園
ば
ら
広
場
移

転
に
つ
い
て
、
説
明
会
を
開
き
市

民
の
声
を
聞
く
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

に
努
め
る
た
め
、
工
事
説
明
会
に

代
え
て
近
隣
の
全
て
の
町
内
会
・

自
治
会
へ
の
工
事
の
お
知
ら
せ
を

配
付
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
平
面
図
な
ど

を
掲
載
し
、
工
事
内
容
の
周
知
に

努
め
て
い
ま
す
。

中
学
校
給
食
は
新 

た
な
方
式
を
検
討

　

殿
村
健
一
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
新
型
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
で
新
自
由
主
義
か
ら
の
転
換

が
求
め
ら
れ
る
が
、
コ
ロ
ナ
後
の

社
会
と
自
治
体
の
在
り
方
を
問
う
。

　
政
策
経
営
部
長
　
社
会
の
在
り

方
は
、
感
染
拡
大
防
止
の
行
動
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
ま
す
。
住
民
の
福
祉
増
進
が
自

治
体
の
責
務
で
あ
る
こ
と
を
第
一

に
市
政
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
高

齢
者
の
エ
ア
コ
ン
購
入
、
設
置
、

電
気
代
助
成
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
購
入
・
設
置

費
用
、
電
気
代
の
助
成
に
つ
い
て

は
実
施
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
問
　
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

11
号
線
整
備
計
画
と
モ
ノ
レ
ー
ル

延
伸
と
の
関
連
を
問
う
。

　
道
路
部
長
　
多
摩
都
市
モ
ノ
レ

ー
ル
に
つ
い
て
は
、
町
田
都
市
計

画
道
路
３
・
３
・
36
号
線
や
３
・

４
・
11
号
線
の
道
路
空
間
を
利
用

し
て
町
田
駅
へ
と
導
入
す
る
こ
と

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ 

ミ
ッ
ク
か
ら
学
ぶ

　

渡
辺
厳
太
郎
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
戦
後
全
国
に
植
林
さ
れ
た

木
材
の
利
活
用
は
我
が
国
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。
近
年
、
技
術
革
新

に
よ
り
木
造
の
中
高
層
化
が
可
能

と
な
り
、
安
全
性
や
工
期
、
コ
ス

ト
の
面
で
も
優
れ
て
き
た
。
木
材

利
用
方
針
を
策
定
し
、
市
民
の
癒

や
し
や
安
ら
ぎ
に
貢
献
す
べ
く
公

共
施
設
の
木
造
・
木
質
化
に
取
り

組
む
べ
き
だ
が
。

　
営
繕
担
当
部
長
　
議
員
か
ら
は

木
造
に
関
す
る
最
新
の
事
例
、
最

新
の
知
見
、
ま
た
、
木
材
利
用
に

関
す
る
最
新
の
取
組
な
ど
を
ご
紹

介
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
大
変
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
と
考

え
て
い
ま
す
。
木
材
の
利
活
用
は
、

庁
内
様
々
な
部
署
に
関
係
す
る
課

題
で
す
。
そ
の
た
め
、
森
林
環
境

譲
与
税
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

横
断
的
な
議
論
を
始
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
木
材
の
利
用

の
促
進
に
関
す
る
方
針
の
策
定
は
、

研
究
を
含
め
、
各
部
署
と
共
に
検

討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

木
材
利
用
に
よ
る 

街
の
魅
力
創
出
を

　
戸
塚
正
人（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
新
型
コ
ロ
ナ
や
構
造
的
収

支
不
足
の
中
で
、
来
年
度
の
予
算

編
成
は
ど
う
な
る
か
。

　
市
長
　
市
民
生
活
や
経
済
活
動

を
支
え
る
事
業
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
を
見
据
え
た
デ
ジ
タ
ル
化
等
の

新
た
な
課
題
に
対
応
す
べ
き
事
業
、

町
の
魅
力
向
上
に
つ
な
が
る
事
業

を
柱
と
し
て
、
未
来
に
つ
な
が
る

予
算
編
成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
問
　
新
型
コ
ロ
ナ
で
市
民
や
市

内
事
業
者
の
生
活
が
圧
迫
さ
れ
て

　

い
わ
せ
和
子
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
広
袴
・
真
光
寺
地
域
の
交

通
空
白
地
区
に
バ
ス
路
線
の
導
入

を
再
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
交
通
空
白

地
区
解
消
に
向
け
た
取
組
を
地
域

の
皆
様
、
交
通
事
業
者
、
３
者
協

働
に
よ
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
地
域
の
皆
様
の
ご
相
談
に
乗

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
高
学

年
受
入
れ
が
来
年
４
月
か
ら
実
施

さ
れ
る
が
、
郵
送
で
の
申
請
受
付

い
る
。
ど
の
よ
う
な
財
政
投
資
を

す
べ
き
か
。

　
市
長
　
行
政
関
与
の
必
要
性
や

緊
急
性
、
費
用
対
効
果
が
高
い
事

業
に
限
定
し
た
上
で
財
源
を
配
分

し
、
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
問
　
創
業
成
長
支
援
や
企
業
誘

致
等
の
雇
用
対
策
を
行
い
、
失
業

者
な
ど
へ
の
対
策
は
出
来
な
い
か
。

　
政
策
経
営
部
長
　
し
っ
か
り
と

こ
れ
か
ら
課
題
を
把
握
し
て
、
で

き
る
こ
と
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

を
可
能
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
保
護
者
の

利
便
性
向
上
に
も
つ
な
が
る
い
い

方
法
で
す
の
で
、
実
施
に
つ
い
て

早
急
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
家
庭
的
保
育
事
業
者
が
保

育
に
従
事
で
き
な
く
な
る
と
閉
室

に
な
る
。
早
急
な
対
応
を
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
18
年
に
市

内
の
家
庭
的
保
育
事
業
者
で
構
成

さ
れ
る
町
田
市
家
庭
的
保
育
者
の

会
が
発
足
し
、
こ
の
会
と
と
も
に

引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
来 

年
度
予
算
編
成
は

鶴
川
地
域
の
バ
ス 

路
線
に
つ
い
て

　

山
下
て
つ
や
（
公
明
党
）

　
問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
需
要
の
高

ま
り
か
ら
介
護
用
使
い
捨
て
手
袋

の
品
不
足
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
ど
の
よ
う
な
対
応
が
可
能
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
引
き
続

き
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
必

要
な
衛
生
用
品
の
不
足
状
況
を
東

京
都
へ
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
子

ど
も
の
見
守
り
機
会
が
減
少
し
、

児
童
虐
待
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て

い
る
が
、
市
の
取
組
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
子
ど
も
を

見
守
る
地
域
資
源
と
認
識
し
て
い

ま
す
子
ど
も
食
堂
を
は
じ
め
民
間

団
体
に
啓
発
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

虐
待
防
止
の
意
識
を
高
め
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
北
部
丘
陵
に
お
け
る
自
転

車
を
活
用
し
た
活
性
化
は
。

　
木
島
副
市
長
　
ロ
ー
ド
バ
イ
ク

や
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
を
活
用
し

た
地
域
活
性
化
に
向
け
、
地
域
の

方
々
や
自
転
車
愛
好
家
の
方
々
と

検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

介
護
用
使
い
捨
て 

手
袋
の
品
不
足

　

細
野
龍
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
来
年
の
介
護
保
険
料
見
直

し
に
当
た
り
、
値
上
げ
に
な
ら
な

い
よ
う
に
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
高
齢
者

人
口
の
推
移
な
ど
か
ら
、
３
年
間

に
必
要
な
総
事
業
費
を
推
計
し
、

適
切
に
算
定
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
増
加
す
る
要
支
援
者
の
市

基
準
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
施
設
数
と

費
用
は
い
く
ら
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
20
年
９

月
１
日
現
在
、
訪
問
型
が
39
、
通

所
型
が
32
で
す
。
給
付
費
で
す
が
、

19
年
度
は
１
億
５
４
０
３
万
６
２

２
９
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問
　
鶴
間
公
園
の
残
さ
れ
た
課

題
（
境
川
へ
の
階
段
の
段
差
、
芝

生
の
地
固
め
、
施
設
の
騒
音
対

策
）
の
改
善
を
求
め
る
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
周
辺
の
防
音
対
策
、
運
動
広

場
の
芝
生
、
階
段
の
と
こ
ろ
に
つ

い
て
、
指
定
管
理
者
と
逐
次
情
報

共
有
し
な
が
ら
、
関
係
者
間
で
協

調
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

第
８
期
の
介
護
保 

険
事
業
に
つ
い
て

用語の解説 本文中の青文字の解説です

◎レスパイト� 【２面】
　「一時休止、休息」という意味。一時的に育児が
困難となるとき、期間を設けて子どもの受け入
れを行い、保育者の負担軽減や息抜きをしても
らう仕組み。
◎コミュニティ・スクール� 【２面】
　学校運営協議会制度。学校と保護者や地域が
ともに知恵を出し合い、学校運営に意見を反映
させることで、協働しながら子どもたちの豊か
な成長を支え「地域とともにある学校づくり」
を進める法律に基づいた仕組み。
◎ＣＯＣＯＡ� 【３面】
　新型コロナウイルス接触確認アプリ ( 通称
COCOA)。スマートフォンにダウンロードし、
近接通信機能（ブルートゥース）を利用するこ
とで、過去14日間に感染者と概ね１メートル以
内15分以上接触した可能性を通知するもの。
◎ワンストップサービス� 【３面】
　複数の場所に分散していた関連する手続きや
サービスなどを、１カ所でまとめて提供するよ
うにしたもの。町田市では、各種相談窓口を市
庁舎１階、２階に配置している。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
経 

済
対
策
に
つ
い
て

中学校給食　～ある日の献立～
ごはん・鶏の唐揚げ・チーズ
わかめと切干大根のナムル
厚揚げとキムチの炒め物・牛乳



（5） No.218 町田市議会だより 令和２年（２０２０年）1０月３０日

（
https://w

w
w.gikai-m

achida.jp/）
（
https://w

w
w.gikai-m

achida.jp/）

本
会
議
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を

ま
す
。

本
会
議・委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

常
任
委
員
会
の

活
動
状
況

アカウント
町田市議会
（町田市公式）
＠machida_gikai

Twitterを
利用しています!

　
町
田
市
議
会
で
は
、
常
任
委
員

会
の
所
管
事
務
調
査
の
活
動
と
し

て
、
市
内
の
各
種
団
体
の
皆
さ
ん

と
懇
談
会
を
開
催
し
、
市
民
と
議

会
の
意
見
を
交
換
す
る
場
と
し
て

い
ま
す
。
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
意

見
に
つ
い
て
は
、
議
会
活
動
に
反

映
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

10
月
ま
で
に
開
催
し
た
懇
談
会
は

次
の
と
お
り
で
す
。

文
教
社
会
常
任
委
員
会

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人

東
京
養
育
家
庭
の
会
み
ど
り
支

部
町
田

【
内
容
】

　
養
育
家
庭
に
つ
い
て
意
見
交
換

�

（
９
月
23
日
開
催
）

　市議会のしくみをわか
りやすく説明している、
子ども向けパンフレット
を作成しています。
　市議会ホームページの
「キッズページ」からご
覧いただけます。

わたしたちの町田市議会

★第３回定例会 議案審議結果一覧表
賛否が分かれた議案� ※熊沢あやり議員は議長のため通常の採決には参加できません。

○　賛成　　×　反対　　－　棄権　　空欄は欠席 自由民主党 公明党 まちだ市民クラブ 保守の会 日本共産党 諸派

議決
月日議案

番号 議　　案　　名 議決
結果

い
わ
せ
和
子

星
だ
い
す
け

木
目
田
英
男

石
川
好
忠

渡
辺
厳
太
郎

松
岡
み
ゆ
き

三
遊
亭
ら
ん
丈

若
林
章
喜

熊
沢
あ
や
り（
議
長
）

佐
藤
伸
一
郎

お
さ
む
ら
敏
明

山
下
て
つ
や

村
ま
つ
俊
孝

斉
藤
か
つ
ひ
ろ

お
ん
じ
ょ
う
由
久

松
葉
ひ
ろ
み

お
く
栄
一

わ
た
べ
真
実

東�

友
美

ち
だ
伸
也

佐
藤
和
彦

森
本
せ
い
や

戸
塚
正
人

白
川
哲
也

深
沢
ひ
ろ
ふ
み

お
ぜ
き
重
太
郎

吉
田
つ
と
む

大
西
宣
也

細
野
龍
子

田
中
美
穂

佐
々
木
智
子

殿
村
健
一

新
井
よ
し
な
お

矢
口
ま
ゆ

友
井
和
彦

藤
田�

学

★　市　長　提　出　議　案 

第69号 令和２年度（２０２０年度）町田市一般会計補正予算
（第４号）

可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ 9月3０日

第81号 町田市民病院使用条例の一部を改正する条例 可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ 9月3０日

認定第1号 令和元年度（２０19年度）町田市一般会計・特別会計歳入歳出決算認定について
認　定

（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ 9月3０日

認定第２号 令和元年度（２０19年度）町田市病院事業会計決算認定について
認　定

（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ 9月3０日

★　議　員　提　出　議　案 

第15号 地方自治体のデジタル化の着実な推進を求める意
見書

可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ 9月3０日

第18号 学童保育クラブ指導員と保育士への慰労金支給を
求める意見書 否　決 × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 9月3０日

第２０号 少人数学級の早期実現を求める意見書 否　決 × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 9月3０日

★　請　願

第２号 「効率的・効果的な図書館サービスのアクションプ
ラン」の見直しを求める請願 不採択 × × × × × × × ×

議
長

× × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × 9月3０日

第5号 鶴見川遊歩道近くにトイレの設置を求める請願 採　択
(賛成多数) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月3０日

第6号 総合的な危機管理体制強化のため危機管理室の創
設を求める請願

採　択
(賛成多数) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ 9月3０日

議案
番号 議　　案　　名 議決

月日
★　市　長　提　出　議　案
第7０号 令和２年度（２０２０年度）町田市国民健康保険事業会計補正予算（第２号） 9月3０日

第71号 令和２年度（２０２０年度）町田市介護保険事業会計補正予算（第1号） 9月3０日

第7２号 令和２年度（２０２０年度）町田市後期高齢者医療事業会計補正予算（第1号） 9月3０日

第73号 令和２年度（２０２０年度）町田市下水道事業会計補正予算（第２号） 9月3０日

第7４号 町田市附属機関の災害時等における審議等の実施のための関係条例の整備に関する
条例 9月3０日

第75号 町田市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 9月3０日

第76号 町田市非常勤職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条
例 9月3０日

第77号 町田市手数料条例等の一部を改正する条例 9月3０日

第78号 町田市市税条例等の一部を改正する条例 9月3０日

第79号 町田市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営の基準等に関する条例の一部を改
正する条例 9月3０日

第8０号 町田市義務教育就学児の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 9月3０日

第8２号 多摩ニュータウン環境組合規約の一部を改正する規約 8月２7日

第83号 健康増進温浴施設整備工事請負契約 9月3０日

第8４号 健康増進温浴施設整備給排水衛生設備工事請負契約 9月3０日

第85号 香山緑地整備工事（その1）請負契約 9月3０日

第86号 土地の買入れについて 8月２7日

第87号 差押債権に係る取立訴訟の提起について 8月２7日

第88号 国民健康保険療養給付費返還金に係る訴訟の提起について 8月２7日

議案
番号 議　　案　　名 議決

月日
第89号 市道路線の認定について 9月3０日

第9０号 市道路線の廃止について 9月3０日

第91号 市道路線の変更について 9月3０日

第9２号 小山子どもクラブの指定管理者の指定について 9月3０日

第93号 金森学童保育クラブ外２箇所の指定管理者の指定について 9月3０日

第9４号 どろん子学童保育クラブ外3箇所の指定管理者の指定について 9月3０日

第95号 小山ヶ丘学童保育クラブの指定管理者の指定について 9月3０日

第96号 小山学童保育クラブ外1箇所の指定管理者の指定について 9月3０日

第97号 南第一さくら学童保育クラブの指定管理者の指定について 9月3０日

第98号 みわっこ学童保育クラブの指定管理者の指定について 9月3０日

第99号 町田市文化交流センターの指定管理者の指定について 9月3０日

第1００号 町田市行政不服審査会委員の委嘱につき同意方について 9月3０日

★　委　員　会　提　出　議　案
第3号 新たな基本構想・基本計画に関する決議 9月3０日

★　議　員　提　出　議　案
第16号 防災・減災・国土強靱化対策の継続・拡充を求める意見書 9月3０日

第17号 コンビニ交付サービスを活用した罹災証明書の交付を求める意見書 9月3０日

第２1号 新生児先天性代謝異常スクリーニングに重症複合免疫不全症の検査を追加すること
を求める意見書 9月3０日

全員一致で可決された議案

★第３回臨時会 議案審議結果一覧表� ※熊沢あやり議員は議長のため通常の採決には参加できません。
○　賛成　　×　反対　　－　棄権　　空欄は欠席 自由民主党 公明党 まちだ市民クラブ 保守の会 日本共産党 諸派

議決
月日議案

番号 議　　案　　名 議決
結果

い
わ
せ
和
子

星
だ
い
す
け

木
目
田
英
男

石
川
好
忠

渡
辺
厳
太
郎

松
岡
み
ゆ
き

三
遊
亭
ら
ん
丈

若
林
章
喜

熊
沢
あ
や
り（
議
長
）

藤
田�

学

佐
藤
伸
一
郎

お
さ
む
ら
敏
明

山
下
て
つ
や

村
ま
つ
俊
孝

斉
藤
か
つ
ひ
ろ

お
ん
じ
ょ
う
由
久

松
葉
ひ
ろ
み

お
く
栄
一

わ
た
べ
真
実

東�

友
美

ち
だ
伸
也

佐
藤
和
彦

森
本
せ
い
や

戸
塚
正
人

白
川
哲
也

深
沢
ひ
ろ
ふ
み

お
ぜ
き
重
太
郎

吉
田
つ
と
む

大
西
宣
也

細
野
龍
子

田
中
美
穂

佐
々
木
智
子

殿
村
健
一

新
井
よ
し
な
お

矢
口
ま
ゆ

友
井
和
彦

★　市　長　提　出　議　案 

第68号 令和２年度（２０２０年度）町田市一般会計補正予算
（第3号）

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7月２1日
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審査から

れ
よ
り
は
低
い
金
額
に
抑
え
て
、

選
択
し
や
す
い
よ
う
に
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
金
額
が
高
い
か
低

い
か
に
つ
い
て
は
、
麻
酔
科
医
が

関
わ
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

を
鑑
み
ま
す
と
、
こ
の
程
度
を
頂

か
な
い
と
、
実
施
が
難
し
い
と
判

断
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
委
員
　
駐
車
場
料
金
の
件
で
、

30
分
超
え
４
時
間
ま
で
の
時
間
が

百
円
増
額
と
い
う
こ
と
で
、
ど
の

ぐ
ら
い
年
間
と
し
て
駐
車
場
利
用

の
収
入
が
ア
ッ
プ
す
る
の
か
。

　
施
設
用
度
課
長
　
昨
年
度
実
績

で
、
駐
車
料
金
が
年
間
約
２
千
万

円
あ
り
ま
し
た
。
今
回
２
百
円
と

い
う
こ
と
で
、
収
入
も
２
倍
の
４

千
万
円
近
く
に
な
る
と
想
定
し
て

い
ま
す
。

　
委
員
　
受
益
者
は
、
ど
う
い
う

方
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
施
設
用
度
課
長
　
基
本
的
に
は

市
民
病
院
を
受
診
さ
れ
る
方
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

止
策
の
１
つ
と
し
て
、
来
庁
が
不

要
な
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
周
知
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
20
年
４

月
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
率
が
11
・
９

％
、
５
月
は
12
％
と
な
り
ま
し
て
、

19
年
度
の
７
・
９
％
と
比
べ
て
大

幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
で
き
る
だ

け
身
近
な
場
所
で
証
明
書
を
取
得

し
た
い
と
い
う
考
え
が
市
民
の
方

々
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
機
会
に
さ
ら
に
コ
ン
ビ

ニ
交
付
の
利
用
促
進
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
次

に
、
見
込
み
件
数
で
す
が
、
昨
年

度
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
枚
数
は
３
万

５
千
件
程
度
で
し
た
が
、
今
年
に

関
し
て
は
、
現
時
点
で
13
％
ほ
ど

交
付
が
あ
り
、
４
万
５
千
件
ほ
ど

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
来
年
、
21

年
度
に
は
５
万
５
千
件
程
度
、
22

年
度
に
は
６
万
３
千
件
程
度
の
交

付
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
効
果
に

つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
の
理
由
の
と

お
り
で
す
。

町
田
市
民
病
院
使
用
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

～
無
痛
分
べ
ん
加
算
の
新
設

及
び
受
益
者
負
担
適
正
化
の

観
点
か
ら
、
市
民
病
院
駐
車

場
の
駐
車
料
金
を
改
定
～

　
委
員
　
通
常
、
市
民
病
院
で
行

わ
れ
る
普
通
の
分
娩
の
費
用
は
ど

れ
ぐ
ら
い
な
の
か
。

　
医
事
課
長
　
通
常
の
当
院
で
の

出
産
の
費
用
で
す
が
、
70
万
円
前

後
で
す
。

　
委
員
　
無
痛
分
娩
を
選
択
す
る

と
78
万
４
千
円
と
い
う
費
用
が
必

要
に
な
る
と
受
け
止
め
た
。
麻
酔

医
師
の
人
件
費
プ
ラ
ス
麻
酔
薬
と

い
う
こ
と
で
、
こ
の
８
万
４
千
円

と
い
う
金
額
に
つ
い
て
、
適
切
な

金
額
な
の
か
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

　
医
事
課
長
　
近
隣
の
病
院
を
参

考
に
し
、
麻
酔
科
医
が
硬
膜
外
麻

酔
を
か
け
る
場
合
、
12
万
円
か
ら

15
万
円
か
か
っ
て
い
る
の
で
、
そ

町
田
市
手
数
料
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

～
コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
自

動
交
付
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の

手
数
料
減
額
期
間
を
延
長
～

　
委
員
　
２
年
延
長
、
減
額
の
特

例
措
置
を
行
う
理
由
と
利
用
の
見

込
み
件
数
、
そ
れ
と
、
特
例
措
置

を
行
う
こ
と
に
よ
る
効
果
は
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
担
当
課
長
　
理

由
は
２
点
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
つ
い
て
、
国
か
ら
令
和

４
年
度
末
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
の
住

民
が
カ
ー
ド
を
保
有
す
る
と
い
う

想
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ

て
お
り
、
市
と
し
て
も
、
さ
ら
な

る
カ
ー
ド
の
取
得
促
進
を
図
る
必

要
が
あ
る
と
こ
ろ
、
コ
ン
ビ
ニ
交

付
手
数
料
の
減
額
を
継
続
す
る
こ

と
で
、
カ
ー
ド
取
得
の
メ
リ
ッ
ト

の
１
つ
と
な
る
と
考
え
て
い
る
点

が
１
点
目
で
す
。
２
点
目
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

９月９日・１０日・１６日
に議案６件、認定２件
の審査を行いました。

９月９日・１０日・１６日
に議案７件、認定１件
の審査を行いました。総　務健康福祉

・成年後見人の需要が高まり、成年後見人等報酬費が増加している。需要に合
わせて、予算を確保するよう努められたい。
・福祉輸送サービス事業について、ニーズは高まっているものの、共同配車セ
ンター事業の運行回数が減少している。安定的にサービスを供給するため、
車両・運転手を確保するとともに、安全確保のための機器導入を早期に進め
られたい。
・民生児童委員選出に当たっては、地域内にある福祉施設などの職員等、選考
対象を幅広く検討されたい。
・ひかり療育園は、民間活力導入に当たり、これまでをしっかり総括し、利用
者・家族そして地域へのより丁寧な説明をし、民間の新しい提案や事業も取
り入れ、サービス水準の維持・向上を目指されたい。
・いきいき生活部が管理する各施設においては、電気及びガスが自由化された
ことに伴い、それへの速やかな対応を求める。
・高齢者の単身世帯化、生活困窮化の社会状況に対し、生活支援、見守り等を
多職種、地域などとの連携も図り、早急に対応を検討し、取組に努められた
い。
・がん検診の受診率のさらなる向上はもとより、受診後のフォローについても
強化されたい。
・産後ケアについては、上のお子さんがいても利用できるよう、ショートステ
イとの連携を強化し、市民に対し分かりやすく案内されたい。
・出産育児一時金の金額については、現状の出産費用を調査し、実態に合わせ
て引上げを検討されたい。
・認知症施策や認知症サポーター養成、「まちだ互近助クラブ」の支援等、市
民が集まる施策は、新型コロナウイルス感染症への対策を講じつつ、様々な
方策を使って、遅滞なく進められたい。
・後期高齢者医療事業会計において、ジェネリック医薬品のさらなる使用促進
に努められたい。

【認定第２号】
・さらなる増収努力を行い、安定的な病院運営に努められたい。
・医療職員の離職をなるべく防ぐため、職場環境や給与、研修などの雇用条件
の改善に努められたい。

� など計8４件の意見を附帯決議として付しました。

決算審査（健康福祉）
認定すべきものと決定

・職員のメンタル疾患を減らすためにも、復職支援や再発防止支援を全庁で取
り組み、組織的なケア体制の構築に努められたい。
・新たな職員採用試験（ＳＰＩ）の導入により、民間企業を希望する人材のか
けもち受験が増加しているが、公務労働の役割を理解した求められる人材の
確保に努められたい。
・人材育成については、自治体間交流でリーダーシップをとれる職員の育成を
目指し、更なる充実を図られたい。
・入札における契約 (工事請負・物品購入 )について、市内事業者への発注が
増えるよう努められたい。
　特に、物品購入契約の受注率については、改善が必要だ。
・シティプロモーション事業については、費用対効果がわかる評価を取り入れ
られたい。
・業務主管課と連携しデジタル化を進めるとともに、引き続きＡＩ・ＲＰＡ等
の導入を積極的に推進し、一層の業務効率を進められたい。
・ふるさと納税については、市民税控除額と町田市への寄附額の差額が開かぬ
よう、町田市内・市外からの寄附額を増やす方策を講じられたい。
・市保有車両にあっては、早急にドライブレコーダーの普及率を100％にされ
たい。
・自治体間ベンチマーキングの取組を積極的に推進し、業務コスト及び事務処
理工程の改善を一層進められたい。
・収納率向上に向け、今現在の手法以外にも納税しやすい様々な方策を新たに
構築されたい。
・ＳＮＳ発信、ロケの誘致など、市内外に北部丘陵の魅力を発信する取組を実
施されたい。
・ふるさと農具館と七国山ファーマーズセンターについては、老朽化が著しい。
新たな可能性を探り、地域の声を聴き魅力的な地域づくりを目指されたい。
・コロナ禍による個人事業主・中小企業への打撃は、筆舌にし難い。
　町田市新産業創造センター入居企業の不安や至難に対し、真摯に対応された
い。
・ターミナルプラザ、とりわけ市民広場の活性化に向け努力されたい。

� など計６1件の意見を附帯決議として付しました。

決算審査（総務）
認定すべきものと決定

歳入合計
約1,603億円

歳入合計額
160,361,877,587円

令和元年度　歳入決算額の内訳（一般会計）

その他
14,790,843,700円(9.2%)

繰入金
7,226,058,226円
(4.5%)

市債
10,913,200,000円
(6.8%)

地方消費税交付金
7,125,142,000円
(4.4%)

都支出金
21,363,555,991円
(13.3%)

国庫支出金
29,969,347,800円
(18.7%)

市税
68,973,729,870円
(43.0%)

歳出合計
約1,552億円

歳出合計額　
155,287,979,379円

令和元年度　歳出決算額の内訳（一般会計）

総務費
18,093,593,964円(11.7%)
総務費
18,093,593,964円(11.7%)

民生費
79,312,899,768円
(51.1%)

民生費
79,312,899,768円
(51.1%)

その他
2,895,944,285円(1.9%)
その他
2,895,944,285円(1.9%)

衛生費
14,034,332,649円
(9.0%)

衛生費
14,034,332,649円
(9.0%)

土木費
15,112,722,560円
(9.7%)

土木費
15,112,722,560円
(9.7%)

公債費
6,963,973,803円(4.5%)
公債費
6,963,973,803円(4.5%)

消防費
5,132,464,804円(3.3%)
消防費
5,132,464,804円(3.3%)

教育費
13,742,047,546円(8.8%)
教育費
13,742,047,546円(8.8%)

議会費 669,484,897円
労働費 36,201,571円
農林費 384,159,814円
商工費 1,806,098,003円

令和元年度決算（一般会計・特別会計）
･令和元年度病院事業会計決算を審査

　本定例会では、決算についても各常任委員会で審査しました。各常任委員会では活発に質疑が行われ、決算審
査の結果「認定すべきもの」と決し、多数の意見が付されました。
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委員会の付託された議案・請願等を審査
　市議会には、４つの常任委員会が設置されており、本会議で付託された議案・請願、所管事務調査による行政報告等、
各所管事項について詳細にわたり審査を行っています。その中から、各委員会の主な審査状況をお知らせします。

　
委
員
　
気
兼
ね
な
く
利
用
で
き

る
よ
う
市
の
ほ
う
で
、
も
っ
と
工

夫
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
環
境
保
全
課
長
　
安
心
し
て
利

用
し
や
す
い
公
共
ト
イ
レ
が
ど
こ

に
あ
る
か
分
か
る
よ
う
、
現
地
に

看
板
を
設
置
す
る
な
ど
検
討
し
ま

す
。
ま
た
、
協
力
店
に
は
シ
ー
ル

の
掲
示
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

定
期
的
に
確
認
し
て
、
見
え
づ
ら

い
も
の
に
つ
い
て
は
貼
り
替
え
を

お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

　
委
員
　
シ
ー
ル
を
貼
る
よ
う
に

お
願
い
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
散
歩
の
方
は
お
断
り
の
よ
う

な
話
が
あ
っ
た
。
シ
ー
ル
が
貼
っ

て
あ
っ
た
か
確
認
さ
れ
た
か
。

　
環
境
保
全
課
長
　
付
近
の
４
店

舗
に
つ
い
て
確
認
を
し
ま
し
た
。

掲
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
３
店

舗
、
１
店
舗
は
貼
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
改
め
て

シ
ー
ル
を
お
渡
し
し
貼
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い

と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　
防
災
安
全
部
長
　
非
常
時
、
災

害
時
等
の
対
応
の
た
め
に
平
常
時

か
ら
準
備
を
し
て
い
る
が
、
災
害

な
ど
が
発
生
し
た
と
き
に
、
平
常

時
の
仕
事
を
い
か
に
継
続
、
再
開

を
し
て
い
く
か
が
重
要
に
な
っ
て

き
ま
し
て
、
全
国
的
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を

つ
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
も
11
年
か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
、

繰
り
返
し
修
正
を
し
て
、
充
実
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
の
と
き
に
、
平
常
時
の
業

務
を
日
頃
か
ら
統
括
を
し
て
い
る

立
場
の
副
市
長
が
、
他
市
で
言
う

危
機
管
理
監
的
な
役
割
を
果
た
し

て
、
本
部
会
議
の
前
に
必
要
な
準

備
の
指
示
、
情
報
の
共
有
な
ど
を

し
て
本
部
長
の
意
思
決
定
を
す
る

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
の
で
、
そ

う
い
っ
た
意
味
で
は
請
願
者
の
お

話
に
あ
っ
た
と
お
り
の
体
制
は
取

っ
て
い
る
と
い
う
考
え
で
す
。

鶴
見
川
遊
歩
道
近
く
に
ト
イ

レ
の
設
置
を
求
め
る
請
願

　
委
員
　
市
民
が
鶴
見
川
の
遊
歩

道
を
安
心
し
て
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
す

る
に
は
、
遊
歩
道
に
近
い
と
こ
ろ

に
利
用
で
き
る
ト
イ
レ
が
必
要
だ

と
思
う
。
た
だ
、
維
持
管
理
な
ど

を
考
え
れ
ば
、
ど
こ
に
で
も
ト
イ

レ
を
造
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
と
思
う
。
市
は
、
市
民
や
来
訪

者
が
ト
イ
レ
を
利
用
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
ど
う
進
め
て
い
る
の
か
。

　
環
境
保
全
課
長
　
要
望
箇
所
全

て
に
設
置
す
る
に
は
、
周
辺
に
お

住
ま
い
の
方
の
合
意
、
防
犯
面
、

安
全
面
、
衛
生
面
な
ど
の
課
題
が

あ
り
、
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
民
間
施
設

内
の
ト
イ
レ
を
利
用
で
き
る
公
共

ト
イ
レ
協
力
店
を
増
や
し
て
い
く

こ
と
で
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

安
心
し
て
ト
イ
レ
を
利
用
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

総
合
的
な
危
機
管
理
体
制
強

化
の
た
め
危
機
管
理
室
の
創

設
を
求
め
る
請
願

　
委
員
　
平
時
で
言
う
防
災
安
全

部
と
危
機
管
理
室
が
や
る
役
務
は
、

何
か
違
い
は
あ
る
か
。

　
防
災
課
長
　
防
災
危
機
管
理
、

治
安
対
策
に
関
す
る
総
合
調
整
と

い
う
こ
と
で
、
平
常
時
か
ら
地
域

防
災
計
画
の
修
正
、
訓
練
の
こ
と

と
か
を
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
基

本
的
に
は
同
じ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
委
員
　
地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
制
度
が
な
い
こ
と
が
違
い
か
と

思
う
。
市
に
は
地
域
防
災
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
い
な
い
が
、
既
に
体
制

が
整
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。

　
防
災
課
長
　
地
域
防
災
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
制
度
は
、
地
方
公
共
団
体

の
職
員
も
実
務
経
験
等
の
要
件
を

満
た
せ
ば
、
防
災
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
養
成
研
修
な
ど
の
研
修
を
受
け

て
な
れ
る
と
確
認
し
て
い
ま
す
。

９月１１日・１４日・１８日に議
案６件、請願１件、認定１
件の審査を行いました。

９月１１日・１４日・１８日に議
案１１件、請願２件、認定
１件の審査を行いました。文教社会建　設

・公正な手数料を徴収するために、行政による許可を必要とする屋外広告物許
可に関する徴収方法を検討されたい。
・「町田市第４次環境配慮行動計画」で示した目標増減率の達成のために、庁
内の温室効果ガス排出量のさらなる削減に努められたい。
・ポイ捨て、路上喫煙に関して、決められた禁止事項が適正に守られるように、
指定場所の道路標示・看板類の整備と巡回指導に一層努められたい。
・指定収集袋の手数料収入の基金に関して、プラ資源化施設、ビン・カンの資
源化施設等を含めた施設の衛生・安全向上の確保・改善にも充てられたい。
・不法投棄につながる違法回収業者への指導対策に取り組まれたい。
・電力調達を３９施設で電力事業者を変更したが、残る施設にも光熱費削減を推
進されたい。
・民営自転車等駐車場助成事業については、今後の需要に応じて、対応を検討
されたい。
・街路樹等管理委託料については毎年固定費となっている。樹木の選定などを
して、委託料の軽減に努められたい。
・自転車を利用する市民は、増加傾向にある。安全・安心して通行できる自転
車走行空間の整備を推進されたい。
・下水道本管等の施設維持管理費抑制のため、阻集器（グリーストラップ）等
を活用し、適正利用率のさらなる向上を図られたい。
・汚水、雨水管については、老朽化、増加傾向にある。調査を増強し、計画的
に効率的な維持管理に努められたい。
・浸水履歴８エリア１３箇所のうち工事完了は３箇所であるとの報告であったが、
雨水対策は集中豪雨・大型台風等の被害を未然に防ぐことが望ましい。一層
の雨水対策に努められたい。

� など計２８件の意見を附帯決議として付しました。

決算審査（建設）
認定すべきものと決定

・地域活動サポートオフィスについて、市民活動の活性化のため、さらなる努
力をされたい。
・男女平等推進事業について、対応する側の体制として、質・量とも連動させ
強化されたい。
・「幼児教育・保育の無償化」に伴う事務負担軽減のため、事業者の人的補強
に対する財政支援を行われたい。
・待機児童の状況は地域別に格差が激しい。確実な施設設置をした上で、バッ
ファ機能として送迎保育ステーションの適切な配置をされたい。
・「おうちでごはん」事業については今後、寄付額に応じた事業規模とするよ
う臨機応変な対応を検討されたい。
・子どもクラブについて、条例では1８歳未満の利用となっているが、（条例改
正し）利用の少ない時間帯に高齢者にも使用できるよう柔軟な対応をされた
い。
・新たな「まちとも」を実施するのに人材不足で困難な学校もあるため、サポ
ート体制を強化されたい。
・悪質商法から市民を守るため、消費者被害の未然防止に力を入れられたい。
・洪水ハザードマップについて、より効果的なものにするため、浸水対象世帯
数、災害廃棄物想定排出量等を検証し、公表されたい。
・ひとり暮らし高齢者への防災行政無線戸別受信機、防災ラジオ等の供給を含
め、的確な情報伝達ができる取組を推進されたい。
・中学校給食の喫食率をあげる上で、献立の改善のみならず給食のＰＲに力を
入れる等、食べ易い環境づくりを推進されたい。
・給食調理室の環境について、空調整備等、より調理員が調理しやすい環境改
善を早急に実施されたい。
・ＩＣＴ導入については、教員に過度の負担がかからず、円滑な立ち上げにな
るよう取り組まれたい。特別な支援を必要とする児童生徒への人的資源につ
いて配慮されたい。
・市立博物館の今後について、地元住民との話合いを継続されたい。
・地域スポーツクラブとスポーツ施設との連携をさらに強化し、地域の人が身
近でスポーツをすることができる環境整備に努められたい。

� など計６５件の意見を附帯決議として付しました。

決算審査（文教社会）
認定すべきものと決定

令
和
２
年
第
３
回
臨
時
会
を
開
催

令
和
２
年
度

　
７
月
補
正
予
算

の
あ
ら
ま
し

　

令
和
２
年
第
３
回
町
田
市
議
会

臨
時
会
が
、
７
月
21
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
臨
時
会
で
は
、

「
令
和
２
年
度
（
２
０
２
０
年

　
７
月
補
正
予
算
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
、
国
の
第
２
次
補
正
予
算
に

お
い
て
措
置
さ
れ
た
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
」
な
ど
を
活
用
し

て
い
ま
す
。

　
７
月
補
正
予
算
額
は
、
一
般
会

計
の
歳
入
・
歳
出
が
そ
れ
ぞ
れ
、

2６
億
１
８
４
４
万
６
千
円
と
な
り

ま
す
。

　

一
般
会
計
補
正
額
の
う
ち
歳
入

は
、
国
庫
支
出
金
―
2５
億
１
２
８

０
万
９
千
円
、
都
支
出
金
―
１
億

５
６
３
万
７
千
円
で
す
。
歳
出
の

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

民
　
生
　
費

　

障
が
い
者
福
祉
費
の
障
が
い
者

サ
ー
ビ
ス
事
業
継
続
支
援
事
業
費

―
１
７
５
０
万
円
。
介
護
保
険
事

業
費
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
継
続

支
援
事
業
費
―
２
億
８
０
４
８
万

円
。
児
童
福
祉
総
務
費
の
児
童
扶

養
手
当
費
―
４
億
１
７
３
８
万
９

千
円
。

商
　
工
　
費

　

商
工
業
振
興
費
の
商
工
業
振
興

対
策
費
―
17
億
１
０
２
０
万
円
。

度
）
町
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）」
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
審
議
の
結
果
、
全
員
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（単位：千円）

区　　分 補正前の額 補正額 計構成比（％） 構成比（％）
一般会計 213,484,322 63.7 2,618,446 216,102,768 64.0 

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険
事 業 会 計 40,257,193 12.0 0 40,257,193 11.9 
介 護 保 険
事 業 会 計 35,427,828 10.6 0 35,427,828 10.5 
後期高齢者医療
事 業 会 計 11,846,530 3.5 0 11,846,530 3.5 
鶴川駅南土地区画
整 理 事 業 会 計 69,166 0.0 0 69,166 0.0 
下水道事業会計 17,841,273 5.3 0 17,841,273 5.3 

収 益 的 12,411,090 3.7 0 12,411,090 3.7 
資 本 的 5,430,183 1.6 0 5,430,183 1.6 

病院事業会計 16,208,046 4.9 0 16,208,046 4.8 
収 益 的 14,962,615 4.5 0 14,962,615 4.4 
資 本 的 1,245,431 0.4 0 1,245,431 0.4 
小　　計 121,650,036 36.3 0 121,650,036 36.0 

合　　計 335,134,358 100.0 2,618,446 337,752,804 100.0 

令和２年度（２０２０年度）7月補正　会計別予算構成表
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　目の不自由な方のために、点字と声（カセットテープ
版、デイジー版）の「町田市議会だより」を発行していま
す。ご希望の方は、議会
事務局調査法制係（☎０４２
－７２４－４０４９）までお申し
込みください。

　

地
方
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

着
実
な
推
進
を
図
る
た
め
、
左
記

の
事
項
を
強
く
要
望
す
る
。

　

①
書
面
や
対
面
・
押
印
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
、
特
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
更
新
手
続

に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
現

で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
。

②
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共

通
化
、
ク
ラ
ウ
ド
活
用
を
促
進
す

る
こ
と
。
③
更
新
が
予
定
さ
れ
て

い
る
自
治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ク
ラ
ウ
ド
に
つ
い
て
導
入
時
と
同

様
の
財
政
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

④
地
方
の
事
務
処
理
の
実
態
を
正

確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
地
方

公
共
団
体
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ

う
十
分
な
人
的
支
援
及
び
財
政
措

置
を
講
じ
る
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
６
件
宛
て

　

８
月
２０
日
、
２８
日
、
９
月
１７
日

に
開
催
さ
れ
、
左
記
の
付
議
事
件

に
つ
い
て
審
査
や
、
行
政
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

付
議
事
件
①
町
田
市
基
本
構
想
に

関
す
る
事
項

付
議
事
件
②
町
田
市
基
本
計
画
に

関
す
る
事
項

付
議
事
件
③
町
田
市
基
本
構
想
及

び
町
田
市
基
本
計
画
の
策
定
に
関

す
る
予
算

　

行
政
報
告
「
（
仮
称
）
２
０
４

０
な
り
た
い
未
来
」（
基
本
構
想
）

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
結

果
及
び
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
目
標

・
経
営
基
本
方
針
」
（
基
本
計

画
）
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
（
８

月
２８
日
）

　

９
月
３０
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

中
間
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
委
員
会
は
、
２２
年
４
月
か
ら
開

始
す
る
新
た
な
基
本
構
想
・
基
本

計
画
に
よ
っ
て
、
市
民
が
夢
を
描

く
こ
と
が
で
き
、
幸
せ
を
感
じ
ら

れ
る
未
来
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
町
田
市
基
本
構
想
に
関

す
る
事
項
、
町
田
市
基
本
計
画
に

関
す
る
事
項
、
町
田
市
基
本
構
想

及
び
町
田
市
基
本
計
画
の
策
定
に

関
す
る
予
算
の
調
査
・
検
討
を
す

る
た
め
、
議
員
３６
人
を
も
っ
て
１９

年
８
月
２８
日
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
置
後
、
８
月
２９
日
、
１２
月
２

日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
担
当
者

よ
り
行
政
報
告
を
受
け
、
調
査
検

討
し
て
き
ま
し
た
が
、
２０
年
３
月

１３
日
に
、
よ
り
機
動
性
を
持
っ
て

議
論
を
深
め
る
た
め
、
委
員
定
数

を
３６
人
か
ら
１０
人
に
減
す
る
事
を

決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
３
月
２７
日
、
６
月
５

日
、
８
月
２８
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
担
当
者
よ
り
行
政
報
告
を
受

け
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
２６
日
に
委
員
会
を

開
催
し
、
町
田
市
議
会
の
調
査
の

参
考
と
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
実
施
に
向
け
て
協
議
し
、

６
月
２９
日
か
ら
７
月
２２
日
に
か
け

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

１
５
３
件
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
８
月
２０
日
、
２８
日
に

委
員
会
を
開
催
し
、
行
政
報
告
及

び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
つ
い

て
議
論
を
深
め
、
９
月
１７
日
の
委

員
会
に
お
い
て
、
議
会
側
の
意
見

を
要
望
す
る
た
め
、
委
員
会
提
出

議
案
の
提
出
に
至
り
ま
し
た
。

　

条
例
に
基
づ
き
、
議
員
の
調
査

研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す
る
た

め
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
、

会
派
に
対
し
政
務
活
動
費
が
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
度
、
そ
の

収
支
に
つ
い
て
、
領
収
書
等
の
必

要
書
類
を
添
え
て
議
長
に
提
出
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
２
０
１
９
年
度
の
会
派
別
収

支
は
下
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

会
派
ご
と
の
収
支
報
告
書
及
び

領
収
書
等
に
つ
い
て
は
、
市
庁
舎

３
階
の
議
会
図
書
室
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
町
田
市
基
本
構
想
・
基
本

計
画
調
査
特
別
委
員
会
】

　

９
月
３０
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

左
記
の
決
議
が
全
員
一
致
を
も
っ

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
田
市
基
本
構
想
・
基
本
計
画

調
査
特
別
委
員
会
は
、
町
田
市
基

本
構
想
に
関
す
る
事
項
、
町
田
市

基
本
計
画
に
関
す
る
事
項
、
及
び

町
田
市
基
本
構
想
及
び
町
田
市
基

本
計
画
の
策
定
に
関
す
る
予
算
の

調
査
・
検
討
を
す
る
た
め
、
令
和

元
年
８
月
２８
日
に
設
置
さ
れ
た
。

　

設
置
以
降
、
１０
回
の
委
員
会
を

開
催
し
、
議
論
を
重
ね
、
よ
り
多

く
の
市
民
の
声
を
参
考
に
す
る
た

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
実
施
し

て
き
た
。
こ
れ
ら
の
経
過
を
踏
ま

え
、
令
和
２
年
９
月
１７
日
の
委
員

会
に
お
い
て
、
委
員
よ
り
数
多
く

の
意
見
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
意

見
を
ま
と
め
、
新
た
な
基
本
構
想

・
基
本
計
画
策
定
に
際
し
、
市
民

が
夢
を
描
く
こ
と
が
で
き
、
幸
せ

を
感
じ
ら
れ
る
未
来
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
左
記
の
と
お

り
要
望
す
る
。

記

１　

地
域
の
魅
力
向
上
・
活
性
化

の
視
点
を
取
り
入
れ
ら
れ
た
い
。

２　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を
取
り
入

れ
ら
れ
た
い
。

３　

若
者
が
、
住
み
た
い
・
住
み

続
け
た
い
と
思
え
る
視
点
を
取
り

入
れ
ら
れ
た
い
。

４　

緑
豊
か
な
自
然
環
境
で
、
高

齢
に
な
っ
て
も
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
を
つ
く
る
視
点
を
取
り
入
れ

ら
れ
た
い
。

５　

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰

で
も
学
べ
る
教
育
環
境
を
充
実
さ

せ
る
視
点
を
取
り
入
れ
ら
れ
た
い
。

６　

立
ち
上
げ
る
・
拡
げ
る
・
つ

な
ぐ
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
す
る
視

点
を
取
り
入
れ
ら
れ
た
い
。

７　

と
か
い
な
か
を
感
じ
ら
れ
る

環
境
を
つ
く
る
視
点
を
取
り
入
れ

ら
れ
た
い
。

８　

認
知
症
等
に
な
っ
て
も
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ

く
る
視
点
を
取
り
入
れ
ら
れ
た
い
。

９　

感
染
症
か
ら
市
民
を
守
る
視

点
を
取
り
入
れ
ら
れ
た
い
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

町
田
市
長
宛
て

　

８
月
２８
日
に
開
催
さ
れ
、
左
記

の
付
議
事
件
に
つ
い
て
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

付
議
事
件

①�

議
員
の
調
査
活
動
等
に
関
す
る

事
項

②�

議
会
の
権
能
強
化
及
び
環
境
整

備
に
関
す
る
事
項

③�

市
民
と
議
会
の
関
わ
り
に
関
す

る
事
項

④�

議
会
の
情
報
提
供
に
関
す
る
事

項
⑤�

議
員
の
身
分
等
に
関
す
る
事
項

の
調
査
・
検
討

　
会
派
退
会

　
　

藤
田　

学　

自
由
民
主
党

　
　
　
　
　
　
（
８
月
５
日
付
）

　
会
派
結
成

　
　

藤
田　

学　

諸
派

　
　
　
　
　
　
（
８
月
５
日
付
）

【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
委
員
の
交
代

　

就
任　

白
川　

哲
也　

　

辞
任　

藤
田　

学

　
　
　
　
　
　
（
８
月
１４
日
付
）

【
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

環
境
組
合
議
会
議
員
】

　
議
員
の
交
代

　

就
任　

佐
藤　

伸
一
郎　

　

辞
任　

藤
田　

学

　
　
　
　
　
　
（
８
月
２７
日
付
）

　

大
規
模
自
然
災
害
の
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
、
迅
速
な
復
旧
復
興

へ
と
つ
な
が
る
よ
う
、
よ
り
一
層
、

十
分
な
予
算
の
安
定
的
か
つ
継
続

的
な
確
保
が
必
須
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
左
記
の

措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。
①
令
和
２
年
度
末
期
限

の
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

の
た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策
」
の

更
な
る
延
長
と
拡
充
を
行
う
こ
と

②
地
方
自
治
体
が
国
土
強
靱
化
地

域
計
画
に
基
づ
き
実
施
す
る
対
策

に
必
要
な
予
算
の
総
額
確
保
を
図

る
こ
と
③
災
害
復
旧
・
災
害
関
連

予
算
の
確
保
や
補
助
対
象
の
拡
大

を
図
る
と
と
も
に
、
国
土
強
靱
化

の
た
め
の
財
源
を
安
定
的
に
確
保

す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

　

自
然
災
害
の
激
甚
化
を
踏
ま
え
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
新
サ
ー
ビ
ス

は
社
会
基
盤
構
築
の
た
め
重
要
で

あ
る
。
「
罹
災
証
明
書
」
の
交
付

は
、
市
町
村
窓
口
に
赴
い
て
手
続

き
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
が
、
以

下
の
通
り
措
置
を
要
望
す
る
。
①

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て

罹
災
証
明
書
の
交
付
を
可
能
に
。

②
罹
災
証
明
書
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
等
で
の
申
請
は
各
地
方
公
共
団

体
の
希
望
に
よ
り
実
施
可
能
な
事

を
早
急
に
周
知
・
徹
底
を
。
③
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
活
用
し
た
被
災
者

台
帳
を
全
国
の
自
治
体
で
作
成
可

能
に
。
④
被
災
者
台
帳
シ
ス
テ
ム

未
整
備
の
自
治
体
等
が
共
同
利
用

で
き
る
シ
ス
テ
ム
基
盤
構
築
を
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
３
件
宛
て

　

今
年
１０
月
か
ら
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン

が
定
期
接
種
化
と
な
っ
た
。
ロ
タ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
乳
幼
児
の
重
篤

な
症
状
を
予
防
す
る
上
で
重
要
な

施
策
で
あ
る
。
一
方
、
５
万
人
に

１
人
い
る
と
推
定
さ
れ
る
「
重
症

複
合
免
疫
不
全
症
（
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
）」

の
子
ど
も
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

重
篤
な
感
染
を
引
き
起
こ
す
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
事
態

を
防
ぐ
た
め
新
生
児
へ
の
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
検
査
で
発
見
で
き
る
仕

組
み
が
必
要
と
な
る
。

　

そ
こ
で
、
東
京
都
に
対
し
て
、

①
新
生
児
先
天
性
代
謝
異
常
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
に
お
い
て
、
重
症
複

合
免
疫
不
全
症
の
検
査
を
追
加
す

る
こ
と
を
求
め
る
。

東
京
都
知
事
ほ
か
１
件
宛
て

地
方
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
着
実
な
推
進
を
求
め
る
意

見
書

防
災
・
減
災
・
国
土
強
靱
化

対
策
の
継
続
・
拡
充
を
求
め

る
意
見
書

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を

活
用
し
た
罹
災
証
明
書
の
交

付
を
求
め
る
意
見
書

新
生
児
先
天
性
代
謝
異
常
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
重
症
複
合

免
疫
不
全
症
の
検
査
を
追
加

す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

議
員
提
出
議
案

意
見
書

意
見
書��（
要
旨
）

（
要
旨
）

本
定
例
会
で
は
意
見
書
４
件
を
可

決
し
、
議
長
名
で
関
係
行
政
庁
へ

提
出
し
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と

お
り
で
す
。

２
０
１
９
年
度

２
０
１
９
年
度

政
務
活
動
費
の

政
務
活
動
費
の

収
支
報
告
に
つ
い
て

収
支
報
告
に
つ
い
て

２０１９年度政務活動費会派別収支報告一覧表（２０１９年４月～ ２０２０年３月）
（単位：円）

会派名 自由
民主党 公明党

まちだ
市民
クラブ

保守の会 日本
共産党

諸派
（新井よしなお
、矢口まゆ）

諸派
（友井和彦）

所属議員数 12人 6人 6人 5人 4人 2人 1人
交付月数 12 ヶ月分 12 ヶ月分 12 ヶ月分 12 ヶ月分 12 ヶ月分 12 ヶ月分 12 ヶ月分

※収入額（交付額） 8,640,000 4,320,000 4,320,000 3,600,000 2,880,000 1,440,000 720,000

実
支
出
額

人件費 0 0 0 0 0 0 0
調査活動費 1,999,704 1,413,347 1,075,323 919,489 181,050 267,323 246,534
研修・研究・
会議費 48,000 197,310 178,252 70,216 0 88,730 0

資料作成費 1,170 0 0 0 0 0 30
資料購入費 965,263 712,039 404,381 222,001 114,061 77,860 104,110
広報費 4,352,252 290,235 2,957,815 2,604,290 1,772,130 1,290,123 14,500
通信運搬費 1,166,325 514,308 1,065,707 664,012 0 257,707 249,862
事務費 821,155 330,804 242,720 91,819 481,795 30,826 130,136
合計 9,353,869 3,458,043 5,924,198 4,571,827 2,549,036 2,012,569 745,172

残余金（返還額） 0 861,957 0 0 330,964 0 0
※収入額（交付額）は、各月1日（基準日）における会派の所属議員数に、月額6万円を乗じて得た金額の月数分です。

委
員
会
提
出
議
案

委
員
会
提
出
議
案

新
た
な
基
本
構
想
・　
　
　

基
本
計
画
に
関
す
る
決
議

第
１６
期
町
田
市

議
会
改
革
調
査

特
別
委
員
会
を
開
催

町
田
市
基
本
構
想
・

基
本
計
画
調
査
特
別

委
員
会
を
開
催

町
田
市
基
本
構
想
・

基
本
計
画
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
中
間
報
告

会
派
の
動
き

議
会
の
人
事

◎
９
月
定
例
会
の
日
程

傍聴者数：3名

月

日

内
　
　
容

８
27
㊍
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

28
㊎

議
案
説
明
会

町
田
市
基
本
構
想
・

基
本
計
画
調
査
特
別

委
員
会
第
16
期
町
田

市
議
会
改
革
調
査
特

別
委
員
会

９
１
㊋
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

２
㊌

本
会
議

３
㊍

４
㊎

７
㊊

８
㊋
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

１

９
㊌
常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

10
㊍

11
㊎
常
任
委
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